
食
料
の
安
定
供
給
の
た
め
の
農
地
の
確
保
及
び
そ
の
有
効
な
利
用
を
図
る
た
め
の
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

国
際
情
勢
の
変
化
等
に
よ
る
世
界
の
食
料
需
給
の
変
動
や
、
国
内
の
農
地
面
積
の
減
少
、
農
業
従
事
者
の
減
少
・
高
齢
化
が

進
む
中
、
将
来
に
わ
た
っ
て
国
民
へ
の
食
料
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
る
農
地
の
総
量
確
保
と

有
効
利
用
に
係
る
措
置
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
い
て
人
と
農
地
の
受
け
皿
と
な
る
法
人
経
営
体
の
経
営
基
盤
強
化

に
係
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
で
、
食
料
安
全
保
障
の
根
幹
で
あ
る
人
と
農
地
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

一 

人
と
農
地
の
確
保
に
向
け
た
本
法
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
農
業
従
事
者
が
安
心
し
て
営
農
を
継
続
で
き
る
環
境
整
備
を
前

提
に
、
今
後
の
人
・
農
地
政
策
の
根
幹
と
な
る
地
域
計
画
と
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
地
域
計
画
の
策
定
、
農
業
従
事
者
の
所
得
向
上
等
を
通
じ
た
農
業
人
材
の
確
保
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、

遊
休
農
地
や
荒
廃
農
地
の
解
消
等
の
関
連
施
策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。 

二 

確
保
す
べ
き
農
用
地
等
の
面
積
の
目
標
等
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
推
進

の
経
緯
等
を
十
分
に
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
国
全
体
と
し
て
必
要
と
な
る
農
地
の
総
量
確
保

の
重
要
性
に
つ
い
て
国
と
地
方
が
共
有
し
な
が
ら
、
協
議
が
調
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

三 

農
用
地
等
の
確
保
に
関
す
る
基
本
指
針
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
次
期
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
と
の
一
体
的
な
検
討

を
図
る
と
と
も
に
、
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
の
た
め
地
域
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
農
地
の
面
積
と
の
関
係
も
踏
ま
え
、

農
地
の
確
保
と
そ
の
有
効
利
用
が
確
実
に
担
保
さ
れ
る
よ
う
、
農
地
全
体
面
積
の
目
標
を
定
め
る
こ
と
を
検
討
し
、
国
と
地

方
の
協
議
の
場
も
活
用
し
、
国
と
地
方
が
基
本
的
認
識
を
共
有
し
な
が
ら
行
う
こ
と
。
ま
た
、
基
本
指
針
の
変
更
を
受
け
て

都
道
府
県
が
基
本
方
針
を
変
更
す
る
際
、
特
に
都
道
府
県
面
積
目
標
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
実
情
を
踏
ま
え
、
市
町
村
と

の
共
通
認
識
の
下
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
都
道
府
県
に
周
知
す
る
こ
と
。 

四 

国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
我
が
国
全
体
及
び
各
都
道
府
県
に
お
い
て
必
要
な
農
用
地
等
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
、
国
の
面
積
目
標
と
都
道
府
県
面
積
目
標
の
合
計
と
の
相
異
、
農
林
水
産
大
臣
が
毎
年
公
表
す
る
都
道
府
県
面

積
目
標
の
達
成
状
況
等
を
踏
ま
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
総
合
的
な
調
整
や
対
応
の
た
め
、
国
と
地
方



の
協
議
の
場
の
柔
軟
な
活
用
を
図
る
こ
と
。 

五 
市
町
村
に
よ
る
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
に
係
る
協
議
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
の
同
意
に
係
る
事
務
が
適
正
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
同
意
の
基
準
や
除
外
に
係
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
講
じ
よ
う
と
す
る
代
替
措
置
の
具
体
例
を
示
す
な
ど
、
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
そ
の
際
、
一
定
の
面
積
に
よ
り
一
律
に
面
積
目
標
達
成
へ
の
支
障
如
何
を
考
慮
す
る
よ
う
な
基

準
等
で
は
な
く
、
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
つ
つ
、
当
該
協
議
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
等
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

六 

農
地
の
権
利
取
得
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
農
業
関
係
法
令
の
遵
守
状
況
の
確
認
等
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
、
農
地
を
適
正
か

つ
効
率
的
に
利
用
す
る
者
に
よ
る
権
利
取
得
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
具
体
的
な
判
断
基
準
の
周
知
を
行
う
こ
と
。 

七 

農
地
転
用
許
可
に
係
る
定
期
報
告
、
違
反
転
用
に
係
る
公
表
も
含
め
、
違
反
転
用
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
効
果
的
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
食
料
安
全
保
障
の
根
幹
は
人
と
農
地
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
地

域
活
性
化
の
名
目
の
下
、
安
易
な
転
用
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
都
道
府
県
等
に
周
知
す
る
こ
と
。 

八 

農
業
経
営
発
展
計
画
制
度
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
い
て
人
と
農
地
の
受
け
皿
と
な
る
農
業
法
人
の
経
営
基
盤
強
化
に
よ

り
、
地
域
農
業
の
発
展
に
裨
益
す
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
と
密
に
連
携
し
て
運
用
す
る
と
と
も
に
、
当
該
制
度
が
適
切
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
の
趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
農
業
現
場
に
丁
寧
に
周
知
す
る
こ
と
。 

九 

農
業
経
営
発
展
計
画
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
十
分
な
審
査
体
制
を
構
築
し
た
上
で
、
投
機
目
的
の
出
資
を
排
除
す
る
な

ど
厳
格
に
審
査
す
る
と
と
も
に
、
計
画
認
定
後
も
、
議
決
権
要
件
の
緩
和
に
係
る
農
村
現
場
の
懸
念
を
払
し
ょ
く
で
き
る
よ

う
、
農
業
現
場
に
寄
り
添
っ
た
監
督
措
置
等
を
適
切
に
講
ず
る
こ
と
。 

十 

議
決
権
要
件
の
特
例
に
よ
り
出
資
で
き
る
者
の
要
件
を
、
制
度
の
開
始
の
た
め
省
令
で
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
農
業
に

密
接
に
関
連
す
る
業
種
に
限
定
す
る
こ
と
を
要
件
の
一
つ
と
し
た
上
で
、
出
資
を
受
け
る
農
地
所
有
適
格
法
人
と
農
業
上
の

取
引
等
の
実
績
が
十
分
に
あ
る
等
の
基
準
を
満
た
す
食
品
事
業
者
及
び
地
銀
フ
ァ
ン
ド
と
す
る
こ
と
。 

十
一 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
人
と
農
地
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
現
場
活
動

に
十
分
に
取
り
組
め
る
体
制
の
構
築
や
、
市
町
村
の
農
政
関
係
部
署
及
び
農
業
委
員
会
事
務
局
の
人
員
を
始
め
と
し
た
現
場

の
体
制
整
備
の
た
め
に
必
要
な
支
援
措
置
を
十
分
に
講
ず
る
こ
と
。 

十
二 

こ
の
法
律
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
不
適
切
な
営
農
型
太
陽
光
発
電
へ
の
対
応
、
農
業
経
営
発
展
計
画
制
度
に
係

る
農
村
現
場
の
懸
念
払
し
ょ
く
状
況
等
に
つ
い
て
、
常
時
、
き
め
細
か
く
把
握
・
分
析
し
、
必
要
に
応
じ
て
臨
機
に
制
度
の



見
直
し
等
の
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
の
名
目
の
下
、
安
易
な
転
用
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
農
村
産
業
法
な

ど
、
農
地
の
転
用
に
関
す
る
規
制
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
等
の
検
討
を
行
う
こ
と
。 

右
決
議
す
る
。 


